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市民ワークショップ第４回目の実施について 

 
 

１ 日 時 令和５年７月９日（日）午後１時半から午後４時半まで 

２ 人 数 31 名（5 人×5 班、６人×１班） 

３ 内 容  

（1）情報提供 

①一般公開の実施結果・得られたこと 

②第４回有識者会議での議論の共有 

③オープンハウスの結果共有 

④事例紹介（杉並区：荻外装、世田谷区：桜丘すみれば自然庭園） 

⑤今後の社会実験について 

（2）グループワーク 

①今までの論点と今後の方向性について確認 

②前回のアイデアシート（利活用検討シート）のふりかえり 

③アイデアシート（利活用検討シート）をブラッシュアップ 

④発表とメッセージ交換 （各自で他の班に対するメッセージを付箋に書きそれぞれの模造

紙に貼り付け） 

 

 

  

資料８ 

今回第４回で完成させた項目 

※第３回でも班ごとに記入できるとこ

ろは作成した 

前回（第３回）で作成、発表した項目 

 

〇利活用検討シート（第３回、第４回で作成） 
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  １班 

みんなが色々なモノ（飲食、物販、パフォーマンス）を持ち寄って楽しめる場 

こんなことをしてみたいという夢を実現する場 

 

〇旧赤星邸ならではの点 

・かつて個人の邸宅だったことからリビングルームとしてくつろぐような雰囲気を大事に 

・マルシェという人を選ばない場にすることで、建築や歴史に興味のない人にも来てもら

い、赤星邸という人物や建物の歴史を学んでもらえるような場 

 

〇課題 

・食品衛生管理者を置く必要があるのではないか 

・市内農産物販売は JA との調整が必要では 

・中学生や若者が運営に参加するための仕組みづくりが必要 

・マルシェから旧赤星邸の運営費をどう捻出するか（出展料、入場料など） 
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  ２班-２ 

２班-１ 

・建物と庭でくつろぐ「異」日常体験 

・日常的ではなく、半年や月に 1 度、別荘

に行くようにリフレッシュできる場所 

・施設を管理する人はいるが、その下で市

民が自由に活動できるような施設 

・一般の人を対象に 

・登録有形文化財でない部分の活用を想定 

・建物や暮らしの歴史を展示、アーカイブ 

・大学の研究室や建築関係の方がお金を出し合

って財団を作り、アーカイブを充実させなが

ら管理、 

・歴史や建築に興味のある方を対象に 

・関係者や興味がある人同士の交流の場 
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大テーマ「赤星邸を知ってもらう」 

1 年目、２年目を通して伝達し、３年目で建物と庭を未来へ残すことを実現可能にしていく

というステップ（対象は市民と市民以外でも歴史・建築に興味がある人） 

 

〇1 年目 庭と建物を楽しみながら知ってもらって記録に残す  

①クイズラリーを通して、建物や歴史を知ってもらい、クイズが終わったら最後にお庭を見な

がらお茶を飲んでのんびり過ごしてもらう 

②小規模演奏会を実験的に試す（室内やお庭で） 

③あなたの赤星邸というテーマで好きな写真をとって記録に残してもらう 

④アンケートの実施 どんな演奏会ができそうか、飲食は常設 or イベント的、アルコールは？ 

 

〇２年目 1 年目の結果を踏まえて、事業者と連携して AR や映像のデジタル技術を使い、当時

の風景を再現する。当時の模型を作って見てもらう。 

アンケートを踏まえて、カフェや音楽イベントをやってみる 

 

〇3 年目 

1 年目、2 年目の実証実験を通してやってみたこと、歴史的価値を記録したものを、赤星邸を

未来に伝承すべく、具体化させていく。 

３班 
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・１つの村のように多様な機能があり、人が集まる場 

・１階は市内の店舗がお試しで出店（短いサイクルで）  

・２階は建物の資料館（史料展示、映像）＋子どもがのんびり（見守りあり） 

・お客さんである近隣住民と対話を重ねることで安心してもらい、見方になって 

もらう（使い方やゾーニングについても） 

4 班-１ 
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・福祉関係や NPO、ボランティアが協力し、弱い立場

の人が相談できる場所に 

・高齢者や障害を持っている方に優しいイメージのある 

武蔵野市で、修道院だった赤星邸ならではの案 

・修道院で様々な人が語り、聞いてもらい、守られてい

たことを継承 

・負のイメージもある案なので、近隣住民の方の理解を

得るためにも、近隣住民にとってこの場所がどのよう

な存在だったか、どういう存在であってほしいかワー

クショップを行って仲間になってもらう。 

4 班-２ 
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5 班-２ 

5 班-１ 

武蔵野の「食」と「自然」を楽しむ 

・積極的に庭を使い、料理を中心に人が集まりやすい場 

・厨房を使った企画、テラスを使って調理し、みんなで楽しめる場 

・近隣住民、外国人、子どもから高齢者、幅広い人を対象に、学生

（成蹊大生）も巻き込む 

・火を使えるか確認したい 

・旧赤星邸を全国の人に知ってもらうため、建築雑誌や土木、建築の学会で紹介、成蹊大学

の先生方にも告知してもらう 

・武蔵野市のホームページに特設ページを作る 

・見学、資料展示を常設し、企画としてはコンサートを実施してみたい 

・騒音について、社会実験で得られた測定値をデータで示して近隣住民に理解してもらう 
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6 班-１ 

6 班-２ 

・建物の魅力を伝えるために、来てもらうための方策としてアニメを作る 

・市民と市でアニメ台本のコンペ審査を行うアニメ委員会を作る 

・制作費はクラウドファンディングや市の予算、武蔵野市全体を平面として描い

て市の観光事業とする 

・来場者には、レーモンド建築を伝えるため、ボランティアや NPO によりガイ

ドツアーや庭と建物の一体としての鑑賞のポイントを解説 

・アクセスや人数、騒音等の課題を踏まえて実施 

・人数を絞り、建物の維持管理を最小限に 

・ロケーション自体を貸すことで収益を得る 

・未来に向けたギフトとして、家族写真を撮る会

や１日写真館 

・体制は施設管理を別団体が行い、プログラムは

その下で運営を補佐する団体が取りまとめて実

施団体がプロジェクト型で行う三層型 


